
ダビデ像について 
(公財)滋賀県希望が丘文化公園 

 

 

 

 

 

青年の城にある『ダビデ像（大理石の像）』は、５００年前間のルネッサンス期につくら

れたミケランジェロのオリジナルと、形・大きさ・材質・製法など全く同じ像で、現在、

世界に二つとはない貴重な模刻です。 

使われている大理石（３６トンの大きさ）は、ミケランジェロが用いたとの同じ、イタ

リアのカッラーラ山で採択された白大理石（これは「ビアンコ・カラーラ」と呼ばれてい

ます）で、挑戦３度目にしてようやく切り出しに成功されたという経緯があります。 

この像は、ミケランジェロの彫刻法を伝承するリド・ボベッキ教授（当時、国立ルッカ

美術大学に在籍）が、３人から６人の彫刻家とともに、５年の歳月を費やして製作、完成

したもので、オリジナル像とともに、大理石彫刻としては世界最大級の作品となります。 

 

＜青年の城に設置された経緯＞ 

この『ダビデ像』は、ミケランジェロの三大傑作の一つであり、他の二つ『ピエタ像』

と『モーゼ像』とともに、かつての日本文化財団（名誉会長／松下電器産業株式会社会長 

松下幸之助氏）が、ミケランジェロの生誕５００年を記念して昭和４０年代初めにイタリ

アに製作依頼されたものです。（なお、『ピエタ像』『モーゼ像』は岐阜県美術館にあります） 

日本では、最初、東京赤坂の「ミケランジェロ彫刻館」にて展示され（昭和４５年９月

～）、その後、京都市美術館でも展示されましたが、昭和４６年９月、青年の城が最終的・

恒久的な設置場所として選ばれました。 

 

＜仕様＞ 

高 さ ： ５メートル２０センチ（台座を含めると６メートル） 

重 さ ： ７トン（大人８０人分） 

制作費 ： １億５千万円 

 

＜台座には＞ 

台座には、松下幸之助氏の揮毫により「体験せよ 体験は宝である」という言葉が刻ま

れています。 

 

青少年の健全なレクリェーションの場としての希望が丘文化公園内の青年の城に、そのシン

ボルとして自由と正義を象徴する青年立像を設置することにより、多くの人々、ことに青少年に

気宇壮大、進取の気性を養うため設置されました。 

 



【写真／データ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【新聞】 

 京都新聞に採り上げられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


